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日本新記録のウラシマグモ属 1種 と雄の初めての記載

池 田 博 明
*

New Records of Pん γttγθιををん%s cογ20%竹S PAIK, 1991

(Araneaei Clubionidae), frOm 」 apan, H/ith the

First Description of the Male

Hiroyoshi IKEDAネ

筆者は以前, 日本木記録のウラシマクモ属の一種をキレオビウラシマグモと仮称して, そ の形

態,生 態を口頭発表 L′た (池田 ・稲英,1988).八 木沼健夫博士はこのクモを新種と判断し, 記 載

を筆者に一任された し かし,1991年 1月に時国で記載された 29/2′″殉筋 ″J御物 ″″S PAIK,1991

が筆者がキレオビウラシマグモと仮称したクモと同種であることが分かったので, ここに日本新記

録として報告する な お,原 記載は雌だけによるものだったが,今 LI雌雄とも採集されたので雄を

初めて記執する 和 名は腹部背而後部の由帯が中央てtl」れていることから,キ レオビウラシマグモ

とした

報告に当っては,採 柴記録,標 本,文 献などの多くを八木沼健共博士にご指導いただいた。報告

を任せて下さった八木沼博 lrに深謝する ま た,標 本を快 く貸して下さった加村隆英障iと,谷 川明

男氏,筆 者の採集行およびi態 調査に同行,飼 育によって貴重な情報を提供して Fさった稲葉茂代

氏に感謝するゃ

Pれ r"rOど'すれ茂s co,2α12茂S PAIK, 1991

キ レオビウラシマグモ

P/P″″句″″あ″s sp.: 池日,1986,Kishidaia,(54), p.27.一一池田・佐藤 ・稲業,1987,神 奈川自然誌資料,

(8),p.103.― ―池」・足柄十巧校生物部、1988、小四原市郷上文化館研究報告,(24),p.39、 一―谷川・

「R冨」, 1988,Atypus,(92),P,24- 池 田,1989,Ktthidaiat(59), p.50.一一千1ヨ,1989,写 真日本

クモ類大図鑑,p.127,ng.25.一 ――新れ,1991,Khhidaia,(61),p.39.

Pん ′ャィタ
・
θ′デ″7P″ド ごο'マ̀ ″lFセS PAIK, 1991, Korean Arachn01.】 6, p. 174、  6gs. 1-9

所検標本 :1♂,15-Ⅵ 1986,常城県伊豆沼,谷 川明男採 1♂ ,31-v1986,神 奈川県横浜市,言

塚区舛岡Wl,谷 川明男採 1♂ )27-v1991, 神 11奈)|1県中|キB大磯町隆取 ||,池HI博明採 1♂ , 4

v1985,6♀ ♀,7Ⅵ 1985,神奈川帰1小‖1原市大fH荷和11社,稲 業茂代採.1♀ ,14 xヽlI1 1985,1♀,

15Ⅵ 1985, 1♀, 21-ll1 1985,3♀♀ 1♂, 13-x/11988, 1♀, 20-Ⅵ 1988, 神奈サ1県小円原市

米
 〒 2 5 8糾1奈川県足柄 L郡大井町金手1 0 9 9

Kanade lo99, Oi‐ machi, AshlArarakami、Huni Kanagawa 25s
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図 17.キ レォビゥラシマグモ,P717′r7r7′′あrr H`θ7t7`"rrs PAIK,1991--1 雄の頭胸部およ

び腹部背m~ 2 雄 の眼域 3 雄 の左触肢前側面 4 1司 , 後側酌i 5.雌 の頭胸洵S

およD「腹部背酌1 6 外 雌器 7.llrの !li殖器内部背iH(ス ケール :0 15 mm.)

小111原城内高校, 柄業技代採 1♀ 1ざ、 12-V1985, 刊i奈川県中郡大機町高麓山, 柄葉茂代採

3♀♀,28-Ⅵ 1982,5Ⅶ 1982,京都府京都市た京区松ケ崎,加 村隆英採 1♀2♂♂,26‐v1985,

京剤;府北桑LB I打S美||l lr」声生ひっくら容, 加1相隆英採.1♂ ,28-AI1 1982,京都市北際i上賀茂深泥池

湿原,加 村隆英採.1♀ ,25-v1985, 京 者再府北桑||1郡美山田r戸/L須後, 加村隆英採  1♀ , 16-

Ⅵ-1985, 奈良市春日原原始林,座 占禎=採  1♂ ,採 柴時期イく明, =玉 県, 橋本T41市採  2♀ ♀

2♂♂ l juv,4-Ar1 1955,香川県小豆島寒仁渓,岡 田康給採

記載 :測 定 (単位 mm 浪 Ⅲ定及び捕図標本 ♀ , 20-R711988, 小日原城内高校に, ♂,13-xlII―

1988,小口原城内高校産)休 長♀ 2.72,了 234;背 甲長 ♀♂ 112;背 甲幅 ♀ 088,♂ 0901

喰部長 ♀ 1.52,♂ 1.221腹部幅 ♀ 1.04,51082.歩 脚長(装1)前 中眼径♀ 0.06)♂0,07;
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1本新記録のウランマグモ属 1肝

図 8.キ レオビウラシマグモ,Pん′ャ″θ′rrん′rド

てθ″α力″S PAIK)1991,雄の右触肢後側

山 (SE 1ヽ像 )

前側眼径♀ 0.08, ♂009;後 中限径♀♂007;後 側眼径 ♀♂008;ALE>PLE>PME>AME;

前中限間♀♂ 0,04;甫行中側眼間 ♀♂ 001:後 中限間♀♂ 0.04;後中側眼間 ♀♂ 0.02;中眼域

の前辺♀♂ 0.14,後辺♀♂018,長 さ♀♂018;額 の高さ♀0.14,♂011

変果 (半位mm):体 長♀ 2.37320, o2.082.50,背 甲長♀ 1,061.18,♂0`961v12;背甲

幅♀ 0.800.93, ♂0.80090;腹 部長♀ 0,93155,♂ 0.88138;腹 部幅♀ 083134,♂

0 70-0 80

表 1 歩 脚長 (♀/o l )

脚

Ｉ

Ⅱ

皿

Ⅳ

腿節

0.88/0.88

0 80/0.76

0 64/0`68

0.94/0.96

除節    距 節

0.34/0.35  090/0.85

0,34/0.36    0 72/0 74

0 32/0.30    0.51/0.56

0.32/0.40    0.92/0。96

撫師

0 76/0.72

0.66イ0.68

0 66ィ/0.64

1 00/1.00

附節

0 46/0.46

0,40/0.42

0.42/0.44

0.56/0.56

テ|

3.34/3.26

2.92+2.96

2.55/2 62

3 74/3.88

荏

８５
、

地

‐６．

早

歩脚の刺 :♀ :腿節 I～Ⅳ背由F100,雄 節 I腹面 2222220,Ⅱ 腹画 222220,陳 節

I腹門i22 2 1p O, ■腹南 lp 2 22 0(pは 前側向.)♂ :腿 節 I～Ar背両 100, 旺 節 I腹

1的F2222220, II月 質南 222220,け く節 I腹面i22 2 1p O, II腹画 lp 22 20.

色彩及び斑紋 :全体として,雄 は雌とよく似た色彩をしている (図 1,5)背 甲は陪褐色で黒褐

色の孜射状斑がある 歩 脚の地色はま褐色て,折 I一工歩は1の腿節, 膝節, 怪節未部から半分は時

褐色,第 III―Ⅳ 歩脚の腿節もやや陪褐色味をおびる 腹 部は黒褐色または情7tJ色で,前 方と中央に

白色またはま褐色の帝がある他,中 央の常のやや後ろに中央て切ねた白帯がある 出 糸突起 L部に

1白京tがある 腹 部腹由は無味のない個体 (例えば官城県伊豆沼産)で は背i笥同様,共 褐色だが,

眠

)Oi

)7;
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色の薄い個体になるにつれ,中 央部が黄褐色にな り,腹 部側面まで背面の白帯が伸びるのが ||だつ

ようになる 所 検標本の限 りでは関西以西は色彩が淡 く,関 東以北は黒い傾向があるが,三 重県の

標 本は|よtっt京く, 害者が以前に採った 神奈川片(足柄下千ほ箱根町畑行の 標本は淡かった  出 糸突ltL

は黄灰色

外雌器は左右に大きな開 田部を持ち (図 6),生 加器内部は図 7の 通 りである ♂ の触肢は, 旺

節突起が 1又に分かれているのが特徴である (図 34,8)

生態 :本種は神奈川県小田原十liては ウラシマ グモと同所的に生虐、するが, Jk体の出現期はウララ

マ グモより約 1週 間早 く,雄 は 5月 初旬であ り,雌 は 5月 中旬である 産 卵期は 6～ 7月 .飼 育下

で 1♀ 当 りの卵の う教は 3～ 5 1Ll, 1卵の うからの出の う数は 3～ 4頭 , 卵の うの長径は 6～7.5

mm(飼 育の結果は稲葉茂代氏の私信による)越 冬態は亜成体である

分布 :既知分布城は現在のところ,韓 国と上記の日本各地 (宮城県,東 京都 (新海,1991), 神li

奈川県, 京都府, 奈 良県, 二 重県, 呑 川県)で あるが, 日本全国に分布 しているものと考えてい

る

他種との区別点 :本種は
一見ウラシマグモ P72″″″οルん2CS″夕少ο″″″S KIsHIDA,1914に似るが,

小型てあること,及 び雌雄 とも腹部背画の後端に中央で切れた白帯を持つ点て共なる た だし, 白

帯の特徴は色彩の淡いlLl体でははっきりしないことがある 外 llt器,雄 の触岐では他種と明らかに

区別できる

日本新記録のキレオビウララマグモ P/ 7″″殉肋 ″s c o万夕α′7″S P A I K , 1 9 9 1の雌雄を記載した 本

梅は最近Ⅲ4国で記載されたもので,雄 は今回初めて得られた
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